


1

協働のイメージ
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協働とは？
　みんなが暮らしやすいまちをつく
るために、市民、町内会、市民活動
団体、事業者、行政などが、それぞ
れの特性を生かしお互いを尊重しな
がら、協力して地域課題の解決に取
り組むことです。

市民と
市民の
協働

参画・市民活動

支援・連携
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みんなで協働の取り組みを進めよう！
第二次郡山市協働推進基本計画

　郡山市では、一人ひとりが、地域に愛着と誇りを持ち、住み続けたいと思うまちをつくるため、
2018年３月に第二次郡山市協働推進基本計画をつくりました。
　一人ひとりが持つ知識や経験、技術を生かして、まちのためになることを話し合ったり、提案し
たりしながら、暮らしやすいまちをつくるため、みんなで力を合わせ、汗を流しましょう。
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第二次郡山市協働推進基本計画って、どんな計画？
　人口減少や少子高齢化など私たちを取り巻く環境が変わる中、これまでのやり方では解決できな
い様々な課題が増えています。今まで以上にみんなで力を合わせてこうした課題を解決するため、
2025年度までに取り組む内容を定めた計画です。主な特徴は以下の３点です。

　また、４つのポイントから基本方針と基本施策を定め、市民活動サポートセンターを活用しなが
ら、基本目標の実現を目指します。

第二次郡山市協働推進基本計画の特徴
　⑴　課題解決のためのポイントを設定
　⑵　評価、改善のため指標を設定。成果を「見える化」
　⑶　市民の皆さん及び市が取り組むことを表にまとめ「分かる化」

特徴⑴　課題解決のためのポイント
　基本目標を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と定め、目標実現に向けて４つのポイント
を次のとおり設定しました。

「誰もが地域で輝く市民総活躍のまち」

１．市民総活躍の推進

２．セーフコミュニティ活動の推進

３．ＩＣＴ（情報通信技術）の活用

４．人材の育成と活用

若者も高齢者も、性別に関わらず、家庭や職場、地域などあらゆる場所で、知識や経験、技能
を発揮し、存分に活動できるよう取り組みます。

科学的データに基づき、市民の皆さんと行政等が協働で安全・安心なまちづくりを目指すセー
フコミュニティ活動に取り組みます。

ＩＣＴを活用し、市民公益活動に関する情報の発信・共有を図り、協働のまちづくりに対する
理解と参加促進に取り組みます。

家族、職場、地域などの一員として、積極的に協働のまちづくりや市民公益活動に参加、協力す
る人材の育成及びこれまでの知識や経験、技能を発揮し活動できる人材の活用に取り組みます。
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　評価、改善のための全体指標を以下のとおり設定しました。2025年度までの達成を目指します。

　計画に基づき、市民や町内会などが取り組む具体的な活動を表にまとめ、分かりやすくしました。
誰が

誰に 市民 町内会（地域） ＮＰＯ法人、
ボランティア団体等 事業者 市

市民

・挨拶や気をつけて
の声かけ

・いきいき百歳体操
などに誘い合い、
参加する。

・隣近所での助け合
い

・セーフコミュニティ 
活動への参加呼び
かけ

・地域内の親睦を深
める祭りや運動会
などのイベント参
加呼びかけ

・炊き出しなど災害
時の助け合い

・高齢者や子どもの
見守りなど社会的
課題への取り組み

・活動の周知

・市民活動への理解、
協力

・講座やイベントの
実施

・分かりやすい情報
発信

・懇談会など市民参
画の機会の確保

・セーフコミュニティ 
活動参加の呼びか
け

町内会
（地域）

・町内会への加入
・地域内の親睦を深

める祭りや運動会
などのイベントへ
の参加

・身近な危険箇所の
報告

・木戸前清掃など地
域の環境美化活動
の推進

・セーフコミュニティ 
活動への参加

・近隣の町内会同士
での連携、協力

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・町内会の一員とし
て地域活動へ参加

・木戸前清掃など地
域の環境美化活動
の推進

・町内会の一員とし
て地域活動へ参加

・木戸前清掃など地
域の環境美化活動
へ参加

・寄附などによる活
動の支援

・町内会等の運営や
活動拠点の整備等
の支援

・分かりやすい情報
発信

・懇談会など市民参
画の機会の確保

・セーフコミュニティ 
活動参加の呼びか
け

ＮＰＯ
法人、
ボラン
ティア
団体等

・ボランティアや市
民活動への参加

・ボランティアや市
民活動の情報の把
握

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・防災防犯など地域
の情報提供

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・セーフコミュニティ 
活動への参加

・イベント等の開催
への連携、協力

・寄附などによる活
動の支援

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・運営や活動拠点の
整備等の支援

・分かりやすい情報
発信

・懇談会など市民参
画の機会の確保

・セーフコミュニティ 
活動参加の呼びか
け

事業者

・事業者のＣＳＲ活
動への理解、協力

・事業者のＣＳＲ活
動への理解、協力

・防災防犯など地域
の情報提供

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・事業者への活動の
周知

・セーフコミュニティ 
活動への参加

・社員の市民活動参
加への理解

・社員のワークライ
フバランスの推進

・分かりやすい情報
発信

・懇談会など市民参
画の機会の確保

・セーフコミュニティ 
活動参加の呼びか
け

市

・懇談会などへの参
加

・講座やイベントへ
の参加

・身近な危険箇所の
報告（ココナビこ
おりやまの活用）

・懇談会などへの参
加

・講座やイベントへ
の参加

・身近な危険箇所の
報告（ココナビこ
おりやまの活用）

・懇談会などへの参
加

・イベントや事業へ
の協力

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・懇談会などへの参
加

・イベントや事業へ
の協力

・高齢者や子どもの
見守りなど地域課
題の解決に向けた
連携、協力

・職員の協働意識の
醸成

・セーフコミュニティ 
活動の推進

・ワークライフバラ
ンスの推進

特徴⑵　成果の「見える化」

特徴⑶　取り組みの「分かる化」

項　　目 現況値（2016年度） 目標値（2025年度） 説　　　明

地域への愛着度 67.6％ 70.0％ 市民意識調査で「今後も郡山に住
みたい」と回答した市民の割合

市民協働の満足度 62.3 点 70.0 点 市民意識調査における「市民協働」
の取り組み状況に対する満足度

郡山市　協働
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郡山市　セーフコミュニティ 郡山市　いきいき百歳体操

はじめよう！協働

交差点は特に注意しよう
　病気を除いた救急搬送の約４割が交通事故に
よるものです。そのうち、約６割が交差点で発
生しています。

「セーフコミュニティ」ってなに？
　ＷＨＯ（世界保健機関）セーフコミュニティ
認証センターが推奨する「けがや事故の予防活
動」の認証制度です。郡山市では、この活動に
取り組んでおり、科学的データを基に分析し、
けがや事故を防ぐ対策を協働で実施しています。

「いきいき百歳体操」ってなに？
　高齢者でも簡単にできる、重りを使った筋力

運動です。運動を続けることで筋力が上がり、

体が軽くなるので、転倒や骨折の予防につなが

ります。

高齢者の転倒による事故を防ごう
　65歳以上の方の事故やけがの約６割が転倒・
転落によるものです。いきいき百歳体操に参加
して転倒によるけがを防ぎましょう。

交差点やその付近は特に安全確認をしよう
　◦交差点では速度を落とし、周りに注意し

て走行しましょう
　◦外出時には「気をつけて」の声を掛け合

いましょう

参加者の声
　◦歩くのが楽になった
　◦身体が軽くなった
　◦近所の方と会話ができた
　◦はりあいができた

交通事故に気をつけよう！ いきいき百歳体操に参加しよう！
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郡山市　ココナビ 郡山市　町内会

スマホでカイケツ！
ココナビ３ステップ

※専用無料アプリのダウンロードと、ユーザ登録が必要です。（通信費は自己負担）

1 現場写真を
撮る 2 コメントを送る 3 市が対応する

消えてる…
パシャ！

送信！

直った♪
送 信

防犯灯が消
えているよ。
直してくだ
さい。
がくとより

ピカッ

気軽にはじめられる活動の例をご紹介します。

「ココナビこおりやま」ってなに？
　防犯灯の故障や道路の破損などを、スマート

フォン等を活用し、市に情報提供するシステム

です。簡単、早期に地域の課題を解決できます。

「町内会」ってなに？
　生活に最も身近な団体です。そこに住んでい

る人が、住みやすい、住んで良かったと思える

ように、互いに協力しながら、地域を支えてい

ます。

地域の安全 ･安心を守ろう
　防犯灯の球切れ等による修繕は、毎年７千件
以上あります。ココナビこおりやまで報告して
早期修繕し、夜間も安心して歩けるようにしま
しょう。

隣近所で声を掛け合おう
　町内会では、役員のなり手不足や会員の高齢
化が課題となっています。日頃から、隣近所で
つながりを持ち、誘い合って活動に参加しま
しょう。

利用者の声
　◦対応までの時間が短縮された
　◦地域の安全・安心に貢献している
　◦町内会の負担が減った
　◦各組織でも積極的に活用したほうが良い

町内会活動による効果
　◦防犯防災活動により、安全・安心が向上
　◦清掃活動により、暮らしの快適性が向上
　◦災害時など、いざという時の地域での助

け合い

「危ない」を見つけたらココナビこおりやまで報告 町内会活動に参加しよう！



　市民活動サポートセンター（郡山市役所西庁舎３階　電話／ＦＡＸ：024-924-3352）では、
市民活動に取り組む皆さんのために、情報の提供や講座の実施、イベントの開催などのサポートを
しています。「市民活動団体を知りたい」「助成金情報を知りたい」など、お気軽にご相談ください。

市民活動を応援します！
市民活動サポートセンター

まずは、
ここから。

郡山市市民部市民・ＮＰＯ活動推進課
住所：郡山市朝日１－23－７　郡山市役所西庁舎３階
電話：024-924-3471　ＦＡＸ：024-931-5186
発行　2018年３月

この印刷物は、環境にやさしいFSC®認証紙と植物油インキ、UDフォントを
使用しています。紙へリサイクル可。

郡山市　市民活動


